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研究要旨 
我が国における HIV 新規感染を減らすために、新しい「後天性免疫不全症候群に関する特定感染

症予防指針」（以下予防指針とする）で定められたにも関わらず達成できていない対策課題を、基礎
研究分野から探った。現行の予防指針の各項目を実施者・対象・連携先・対策に整理した課題達成
表を作成した。この課題達成表の各行をキーにして、過去 10 年の厚労科研費および AMED による 376
課題の HIV 関連分野の研究報告書をテキストマイニングとディープラーニングの手法を使って解析
し、語句の出現パターンから予防指針の実現や効率化に役立つ過去の研究業績を推定する手段を検
討した。過去の研究課題においては、予防指針で掲げられた課題のうち“MSM”“早期発見”“郵送検
査”等の研究は盛んだが、“ケアカスケード”“個人情報”“外国人”は少なく、”早期発見・早期治
療”“ゲノム医療”“ワクチン”はほどんと出現していなかった。研究報告書は語句の出現パターン
によって９つのクラスタに分類でき、そのうち２つのクラスタが予防指針に沿った研究を含んでい
ると示唆された。今回の結果は出現語句のモデル化の有効性を示しており、研究提案書等の予防指
針への適正を判定する AI等の開発の道を開くかもしれない。 

 
 
Ａ．研究目的 
 公衆衛生上の脅威としてのエイズ流行を 2030 年
までに終結することを目指した2016年6月の国連総
会の同意では、目標達成に向けた 2020 年のマイルス
トーンとして 2020 年までに新規 HIV 感染者を 2010
年時点の75%に減少させるという目標が定められた。
我が国においては、新規感染者は 2010 年の 1,544 件
に対して2016年には1,448件とほとんど減少してお
らず、この目標の達成が難しくなっている。目標達
成のための具体的な数値目標である「90-90-90 ター
ゲット」の理論的背景は正しいとして、達成度の低
い対策課題は何なのか？新しい「後天性免疫不全症
候群に関する特定感染症予防指針」（以下予防指針と
する）は、90-90-90 の達成を目指して改正されたも
のである。したがって、そうした対策課題はすでに
予防指針で指摘されている可能性がある。予防指針
に示された課題で達成度の低い施策を探索するため、
予防指針に書かれた対策課題を整理しなおし、課題
関連の語句とそのカテゴリを抽出した。これをもと
に、特に基礎研究分野で不足している施策の探索の
ため、過去 10年の厚労科研費および AMEDによる HIV
関連研究分野の研究課題をできストマイニングとデ
ィープラーニングの手法で解析した。 
 
Ｂ．研究方法 
現行の予防指針の各項目を、実施者・対象・連携先・
対策に整理しなおし、課題達成表を作成した。この
課題達成表の各行をキーにして、過去 10 年の厚労科
研費およびAMEDによるHIV関連研究分野の研究報告

書 376 件から、エイズ予防指針におけるキーワード
を抽出し、それぞれのキーワードの持つ報告書を
0/1 のデータにした。この際、“研究” “結果” “実
施” “検討”等の一般的な語句は除外した。キー
ワードの出現頻度・複数語句の関連性等のパターン
をデータ化し、ニューラルネットワーク・ベースの
クラスタリング手法“Kohonen ネットワーク”を用
いて、抽出キーワードの出現頻度による報告書のク
ラスタ解析を行った。さらに、ニューラルネットワ
ークと決定木解析の２つの解析法で、予防指針に関
連する研究報告書に使用される語句の重要度分析
を行い、予防指針に適合する研究の評価のためのモ
デルの構築を試みた。 
 
（倫理面への配慮） 
 研究課題の抽出にあたっては、公共データベース
にすでに公開されているもののみを対象とし、利用
規程にそった解析を行った。 
 
Ｃ．研究結果 
現行の予防指針の課題達成表には、547 課題がリス
トされていた。課題を達成すべき主体は国または都
道府県であったが、研究分野の課題においては、ほ
とんどの課題において「研究班」との連携が掲げら
れていた。 
平成 24 年策定の前回予防指針と比較して、”郵送検
査”,”医療機関での検査”,”早期治療導入”,”
根治治療”,”ゲノム療法”,”抗 HIV 薬”,”外国
人に対する保健医療サービス”が新たに加えられ、”
情報ネットワークの整備”,”特効薬”等の課題が



除かれていた。これらに加え、重視すべきとの記述
のある”MSM”,”指針作成”,”ワクチン”,”疫学
統計””,”PrEP”を加え、課題のキーワードとした。
これらのキーワードで過去の研究報告書のテキスト
マイニングを行った結果、“MSM”“早期発見”“郵送
検査”等の研究は頻出していたが、“ケアカスケード”
“個人情報”“外国人”は少なく、”早期発見・早期
治療”“ゲノム医療”“ワクチン”はほどんと出現し
ていなかった。研究報告書は語句の出現パターンに
よって９つのクラスタに分類でき、そのうち２つの
クラスタが予防指針に沿った研究を含んでいること
が示唆された。これらのクラスタには、まれな研究
課題であるPrEP, ケアカスケード等の研究課題が含
まれていた。ニューラルネットワークを用いて、指
針で重要視される課題ワードが使われる報告書にお
ける語句の出現パターンを解析し、予測モデルを作
成したところ、“郵送検査”“PrEP”“ケアカスケード”
“指針”“TasP”の５つの語句を軸にモデルを作成で
きることが示唆された。これらを軸に決定木モデル
を推測したところ、“人材”“機会”“MSM”等の語句
が新たに決定に関与することが見出された。 

 
Ｄ．考察 
我が国では、都市部以外のエイズ発症後の感染発覚
は多いものの、ART の普及やウイルス量のコントロ
ールは優秀であることから、現行の予防指針でも新
規感染を早期に発見するための「検査」を重点課題
としている。また、我が国では感染者集団の真の大
きさを推定するために統計学的にデザインされた疫
学研究がほとんど行われて来なかったことから、ケ
アカスケード分析の促進を理由に基礎研究者にこれ
を推奨する施策が打ち出されている。過去の研究課
題では、こうした予防指針の重要課題に沿った研究
はまだ少ないが、そうした研究を行っている例は、
語句の出現パターンによって報告書が作るクラスタ
のうち２つの群に集積することがわかった。このこ
とは、将来の科研費研究における報告書や提案書で
同様の解析を行って同一クラスタに集積した研究は、
現行の予防指針の理念にあった研究である可能性を
示している。ニューラルネットワークや決定木によ
る重要度分析の結果は、この集積性の多変量確率モ
デル化の可能性を示している。すなわち、出現語句
をモデル化することで、研究提案書等の予防指針へ
の適正を判定する AI 等が開発できるかもしれない。
予防指針の実現や効率化に役立つ要素についての研
究成果は、新規感染者の減少を通じて HIV 流行の効
果的な制御に寄与するが、基礎研究の成果が出にく
い分野であり、他分野の研究に比べて評価が低くな
っているかもしれない。こうした研究は政策上重要
であるため、別の評価軸を与えることは必要と考え
るが、評価軸の数値化がこれまで困難であった。予
防指針に寄与する語句出現頻度のモデル化を通じて、
こうした評価軸を形成できれば、基礎研究者がこう

した研究にさらに参入するための動機となるだろ
う。 
 
Ｅ．結論 
 現行の予防指針の各項目を実施者・対象・連携
先・対策に整理した課題達成表を作成したうえで、
各課題について過去 10 年の厚労科研費および AMED
による 376 課題の HIV 関連分野の研究報告書をテキ
ストマイニングとディープラーニングの手法を使
って解析し、語句の出現パターンから予防指針の実
現や効率化に役立つ過去の研究業績を推定する手
段を検討した。過去の研究報告書は語句の出現パタ
ーンによって９つのクラスタに分類でき、そのうち
２つのクラスタが予防指針に沿った研究を含んで
いると示唆された。今回の結果は出現語句のモデル
化の有効性を示しており、研究提案書等の予防指針
への適正を判定する AI等の開発がのぞまれる。 
 
Ｆ．健康危険情報 
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